
硬度計カスタム製品情報 
φ300mm ウエハ対応ビッカース硬度計 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

半導体部品は、パターンの集積化とともにウエハの大型化が進められており、その信頼性を

高めるため工程内試験が行なわれています。 
信頼性試験の１つとしてビッカース硬さ試験があります。標準ビッカース試験機では試験空

間の制限から対象ウエハは８インチまでですが、最近のウエハの大型化（300mm）および製

造工程での試験に対応するため、300mm ウエハに対応したビッカース硬度計に、ウエハ搬送、

クリーン BOX までのシステムを作製しました。 
フープ（ウエハのカセット）をセットした後は、搬送ロボットにてウエハを取り出し、角度

調整、硬度計への搬送を自動で行い、硬度計では XYZ ステージの移動、試験、くぼみ観察を

行ないます。試験後のウエハの格納も自動で行ないます。搬送ロボットおよび硬度計はクリー

ン BOX 内に設置されクリーン度が保たれる構造になっています。 

 

特長 

１．300mmウエハが試験可能です。 

２．搬送ロボットによりウエハを自動搬入搬出します。 

３．クリーンBOX内に配置されていますので製造工程への設置が可能です。 

 

硬度計本体 

全体（クリーン BOX） 

搬送装置（搬送ロボット） 



＜装置の構成＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
＜操作手順＞ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
硬度計部の仕様 

1) 試験力  98ｍN（HV0.01）または 245ｍN（HV0.025） 
2) 保持時間  5～999 秒 
3) 対物レンズ  x10 x40 
4) CCD カメラ 1/2 インチ（モノクロ） 
5) 視野範囲  約 320x600μｍ（x10 時） 約 80x150μｍ（x40 時） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

アライナ： 
ウエハのノッチ
部分により角度
調整する。 

ビッカース硬度計：圧子により
負荷を試料に加えそのときにで
きるくぼみの大きさより硬度を
測定する。 

搬送ロボット： 
ウエハをフープか
ら-アライナ-硬度
計に搬送する。 

ウエハ：φ300mm ウエハ 

フープ：ウエハ用カセット。
複数枚のウエハが収納されて
おり、このフープ内は密封さ
れている。 

ロードポート：フープを設置し、
フープドアを開ける機構をもつ。

FFU：ファン付きフィルタユニ
ット。クリーン BOX 内のクリ
ーン度を保つ 

XY ステージ：試料の移動のた
めストローク±150ｍｍの XY
ステージ mm 

計測制御装置： 
硬度計と搬送ロ
ボットの制御部 

ロードポートにフープ
をセット 

ウエハ上の試験位置決
め 

ウエハを硬度計に搬入 

アライナにてウエハの
角度あわせ 

ロボットにより指定ウ
エハ取り出し 

ウエハをフープに格納 ウエハ搬出 

硬さ試験 


